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医療機関等において用法マスタを準備する際の留意点等 新旧対照表 

 

新（1.2 版） 旧（1.0 版） 

 
1. はじめに 

本書は、医療機関等において電子処方箋管理サービスの処方箋情報（CSV 形式）等を記録するための用法

マスタ（医療機関等における用法マスタ）を準備する際の基本的な考え方や留意点をまとめた資料です。用法マス

タの準備にあたっては、標準用法マスタの用法コードとの円滑な紐付けを行うため本書を参考にしてください。 
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2. 用法コード選択の基本的な考え方 

電子処方箋管理サービスの処方箋情報（CSV 形式）を記録するための用法コードを選択する際には、標準用

法マスタの用法コード区分に基づいてまずは標準コードから優先して使用してください。特に、内服薬に係る用法につ

いて使用を検討ください。標準コードの用法名称に一致するものがない場合は汎用コードを使用してください。その上

で、該当する用法コードが１つもない場合に限ってダミーコードを使用、もしくは拡張コードと用法補足を組み合わ

せた方法で記録してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）用法コード区分等について 

「用法コード区分」は、標準用法マスタにおいて用法コードを分類するために設けている区分であり、標準コー

ド、汎用コード及び拡張コードがあります。本資料では、これらにダミーコードを加えて「用法コード区分等」と表

記します。なお、標準用法マスタにおいては、標準コード：0、拡張コード：1、汎用コード：2 で定義していま

す。 
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法マスタの用法コード区分に基づいてまずは標準コードから優先して使用し、標準コードの用法名称に一致するもの

がない場合は拡張コードの用法名称のうち最も近いものを使用してください。また、用法基本区分・用法詳細区分
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#1 標準コード 

#2 拡張コード 

#3 汎用コード 

#4 ダミーコード 

標準コードの用法名称に一致するものがない場合 

標準コード・拡張コードに一致するものがない、又は用法基本区分等（投

与方法等）を設定せずに用法を記録したい場合 

上記＃１～３において、該当する用法コードが１つもない場合 

用法コード区分等 

#1 標準コード 

#2 汎用コード 

#3 ダミーコード 

#4 拡張コード 

用法コード区分等 

標準コードの用法名称に一致するものがない場合 

標準コード・汎用コードに一致するものがない場合 

上記#1～2 において、該当する用法コードが１つもない場合 
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3. 用法マスタを準備する際の留意点 

用法マスタは上記の用法コード選択の基本的な考え方を踏まえて、必要な用法コード・用法名称等を登録するよ

うに準備してください。その際の留意点を以下に示します。 
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うに準備してください。その際の留意点を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

# 用法コード区分等 用法マスタを準備する際の留意点 記録例 

1 標準コード 標準コードを用いて用法を記録する場

合は、当該コード及び用法名称によっ

て回数及びタイミング等が指定できま

す。まずは標準コードから該当する用

法コードを選択するよう検討してくださ

い。 

また、必要に応じて用法補足レコード

を用いて詳細な情報（血圧等の服用

時の条件等）を記録してください。 

用法補足コードを用いない例： 

111,1,3,1012010100000000,

１日２回朝夕食前 服用,2 

 

用法補足コードを用いた例： 

111,1,3,1050317000000000,

血圧上昇時（以下の条件の場合）  

服用, 

181,1,1,5,１４０ｍｍＨｇ以上,, 

2 汎用コード 

（汎用コードとは、投与

方 法 （ 内 服 ・ 外 用

等）・経路（経口、舌

下等）等を明示せず汎

用的に使用する用法コ

ードを示す区分です） 

標準コードに該当する用法コードが１

つもない場合は、汎用コードを用いて

記録してください。また、汎用コードに

は、投与方法（内服・外用等）や経

路（経口、舌下等）を含んでいない

ため、投与方法・経路を指示する場

合は用法補足レコードを用いて記録し

てください。 

111,1,3,XX11000090000000,

１日１回起床時,1 

181,1,1,5,吸入,, 

3 ダミーコード 

（ダミーコードとは、標準

コード・汎用コードにおい

て該当する用法コードが

ない場合に使用する用

法コードです） 

電子処方箋管理サービスから提供す

る用法マスタに該当する用法コードが

１つもない場合は 、用法コードに

“0X0XXXXXXXXX0000”を用いて

記録してください。 

111,1,3,0X0XXXXXXXXX0000,

３～４日毎に貼りかえて, 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  # 用法コード区分等 用法マスタを準備する際の留意点 記録例 

1 標準コード 標準コードを用いて用法を記録する

場合は、当該コード及び用法名称

によって回数及びタイミング等が指定

できます。まずは標準コードから該当

する用法コードを選択するよう検討

してください。 

また、必要に応じて用法補足レコー

ドを用いて詳細な情報（血圧等の

服用時の条件等）を記録してくださ

い。 

用法補足コードを用いない例： 

111,1,3,1012010100000000,

１日２回朝夕食前 服用,2 

 

用法補足コードを用いた例： 

111,1,3,1050317000000000,

血圧上昇時（以下の条件の場合）  

服用, 

181,1,1,5,１４０ｍｍＨｇ以上,, 

2 拡張コード 

（拡張コードとは、「１日

○回食事の時に服用」の

ような可変の情報（回数・

時刻・体の状態等）を用

法名称に明記せずに仮の

文字（○）または文章で

表記した用法コード・用法

名称を示す区分です。可

変の情報を含めた用法名

称を用法補足レコードで記

録する前提です） 

拡張コードを用いて用法を記録する

場合は、当該コードだけでは回数及

びタイミンング等が指定できないた

め、必ず用法補足レコードと併せて

用法を記録する必要があります。用

法補足レコードには、具体的な回数

やタイミング等を指定した用法を記

録してください。 

また、用法名称は「１日○回食事

の時に服用」等から変更せず、用法

補足レコードの用法補足情報欄に

記録されたものを用法として用いる

前提としてください。 

可変の情報が仮の文字（○）で表

記されている例： 

111,1,3,101X000000000000,

１日○回食事の時に服用,2 

181,1,1,5,１日２回朝食後と１５

時,, 

 

可変の情報が「決まった時刻」のような

文章で表記されている例： 

111,1,3,XX31000000000000,

１日１回決まった時刻,1 

181,1,1,5,１日１回 １１時 貼

付,, 

3 汎用コード 

（汎用コードとは、投与方

法（内服・外用等）・経

路（経口、舌下等）等を

明示せず汎用的に使用す

る用法コードを示す区分で

す） 

標準コード・拡張コードで該当する

用法コードが１つもない場合は、汎

用コードを用いて記録してください。

また、汎用コードには、投与方法

（内服・外用等）や経路（経口、

舌下等）を含んでいないため、投与

方法・経路を指示する場合は用法

補足レコードを用いて記録してくださ

い。 

111,1,3,XX11000090000000,

１日１回起床時,1 

181,1,1,5,吸入,, 
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4 拡張コード 

（拡張コードとは、「１

日○回食事の時に服

用」のような可変の情報

（回数・時刻・体の状

態等）を用法名称に明

記 せ ず に 仮 の 文 字

（○）または文章で表

記した用法コード・用法

名称を示す区分です。

可変の情報を含めた用

法名称を用法補足レコ

ードで記録する前提で

す） 

拡張コードを用いて用法を記録する場

合は、当該コードだけでは回数及びタ

イミンング等が指定できないため、必ず

用法補足レコードと併せて用法を記録

する必要があります。用法補足レコー

ドには、具体的な回数やタイミング等を

指定した用法を記録してください。 

また、用法名称は「１日○回食事の

時に服用」等から変更せず、用法補

足レコードの用法補足情報欄に記録

されたものを用法として用いる前提とし

てください。 

可変の情報が仮の文字（○）で表

記されている例： 

111,1,3,101X000000000000,

１日○回食事の時に服用,2 

181,1,1,5,１日２回朝食後と１５

時,, 

 

可変の情報が「決まった時刻」のような

文章で表記されている例： 

111,1,3,XX31000000000000,

１日１回決まった時刻,1 

181,1,1,5,１日１回 １１時 貼

付,, 

 

4 ダミーコード 

（ダミーコードとは、標準コ

ード・拡張コード・汎用コー

ドにおいて該当する用法コ

ードがない場合に使用する

用法コードです） 

電子処方箋管理サービスから提供

する用法マスタに該当する用法コー

ドが１つもない場合は、用法コード

に“0X0XXXXXXXXX0000”を用

いて記録してください。 

111,1,3,0X0XXXXXXXXX0000,

３～４日毎に貼りかえて, 

 

  

4. 補足 

 医療機関等における用法マスタの準備において、電子処方箋管理サービス向けの処方箋情報（CSV 形式）

等に記録するための用法コード・用法名称は、標準用法マスタの用法コード・用法名称と一致するように準備し

てください。 

 汎用コードを用いて用法を記録する場合は、投与方法・経路等を用法補足レコードに記録しますので、用法レ

コードと併せて用法補足レコードを出力できるよう準備してください。また、拡張コードを用いて用法を記録する場

合は、必ず用法補足レコードの記録が必要となります。 

 電子処方箋管理サービスに記録されたダミーコードのうち、標準コードに置き換え可能な用法を「標準コードで

記録可能な用法例」（別紙）にまとめています。当資料を参考に、該当するコードがある場合は標準コードを

使用してください。 

以上 
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 医療機関等における用法マスタの準備において、電子処方箋管理サービス向けの処方箋情報（CSV 形式）

等に記録するための用法コード・用法名称は、標準用法マスタの用法コード・用法名称と一致するように準備し
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 拡張コードを用いて用法を記録する場合は、必ず用法補足レコードの記録が必要となります。また、汎用コード

を用いて用法を記録する場合は、投与方法・経路等を用法補足レコードに記録しますので、用法レコードと併

せて用法補足レコードを出力できるよう準備してください。 

 

以上 

 

 

 


